
別紙３　
メールまたはファックスで送信願います。　～この書式でご依頼いただいた本部へのみ見積・請求書を作成し送付いたします～　
送信先メールアドレス　hoken-7@fcaj.gr.jp　 送信先FAX番号　03-3234-1847
一般財団法人全国消防協会　安江　宛　　　　　　　　　　　　　　記入日　令和 　 　年　　　月　　　日　

消防業務賠償責任保険　見積・請求依頼書（令和７年１０月保険始期用）

	　所属コード：　　　　　（加入者証の加入者番号4桁）

	　消防本部名：　　　　　　　　　

	　ＴＥＬ：　　　　　　　　
	　ＦＡＸ：　　　　　　　

	　　　　　課　　　　　　　係　
	ご担当者名　　　　　　　　　　　　様



主契約　年間保険料は3つの計算式(A)(B)(C)に当てはめて1円単位を四捨五入し10円単位にしてから合算(A)+(B)+(C)してください
	



















現人口
　　　　　人
















現人口
　　　　　人


職員数（実員）
　　　　　人
	□以下のプランを選択する　
対人対物：1名1億円、1事故3億円限度
管理下財物特約：付帯なし
×12,500円／1万人 ＝ 　　　　円 (A)

□以下のプランを選択する
対人対物：1名1億円、1事故3億円限度
管理下財物特約：付帯あり
×13,000円／1万人 ＝ 　　　　円 (A)

□以下のプランを選択する
対人対物：1名2億円、1事故5億円限度
管理下財物特約：付帯なし
×14,500円／1万人 ＝ 　　　　円 (A)

□以下のプランを選択する
対人対物：1名2億円、1事故5億円限度
管理下財物特約：付帯あり
×15,850円／1万人 ＝ 　　　　円 (A)

	年間保険料(A)+(B)+(C)
, ＝　 　　　　　　円

	
	×950円／1万人000＝　　 　　円 (B) 

	

	
	×60円　　　　　0@＝　　　　 円 (C)
	
	











救急救命士特別約款（任意）　年間保険料は1円単位を四捨五入し10円単位にしてください
	付帯する
	現人口
　　　　　人
	
×3,000円／1万人
	年間保険料
＝　　　　　　　 円





　ドローン機体補償（任意）　年間保険料は補償（保険）金額1万円に対して700円
	付帯する
	補償（保険）金額
　　　　万円

	年間保険料
　 　　　　　円





救命ボート保険（任意）　年間保険料は3つの計算式(A)(B)(C)に当てはめてから合算してください
	付帯する
	賠償責任条項
　　　　　隻
	
×10,720円 ＝　 　　　　円 (A)
	

	
	搭乗者傷害保険
　　　　　隻
	
×58,050円 ＝　　　 　　円 (B)
	年間保険料(A)+(B)+(C)
＝  　　　　　　円

	
	船体条項
補償（保険）金額
　　　　万円
	補償（保険）金額
1万円に対して
1,190円  　　　　　　　　　　　　＝　　　　　 円 (C)
	




保険料合計を記入して下さい
主契約+救命士+ドローン+救命ボート　　　　　　  ＝年間保険料  合計  　　　　　　 円
· ★備考欄★　見積・請求書の　宛名指定　や、人口の訂正　などはこちらへ記入してください
例：見積・請求書の宛名指定「○○市長　消防一郎」、例：人口の数値　訂正有り　正：250,090人　誤：242,090人













